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建学の精神

いかなる国家社会においても、大学は最高の研究・教育の機関である。

大学の使命は、将来の社会を担って立つ人材の育成にある。

その教育の目標は、高い人格をもち、人倫の道をふみはずすことなく、

社会的義務を立派に果たし得る人をつくることであり、しかもその職域

が国内であろうと海外であろうと、その如何を問わず、全世界の人々から

尊敬される日本人として、全人類の平和と幸福のために寄与する精神を

もった人間を育成することである。

このような人間は、日本古来の美しい道徳的伝統を精神的基盤とし、

東西両洋の豊かな文化教養を身につけ、絶えず変動する国内情勢に関し

て十分な知識をもち、その科学的分析によって正しい情勢判断のできる

能力を備え、如何なる時局に当面しても、常に独自の見解を堅持し自己

の信念を貫き得る人間である。

かかる学生の育成が、本学の建学の精神である。

京都産業大学 荒木俊馬創設者
初代総長
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刊行にあたって

敗戦から20年が過ぎ、戦後の経済成長がいよいよ急速の度を増す一方、他方

で各地に大学紛争の嵐が吹き荒れ、世情が騒然とした雰囲気を醸していた昭和

40年、学祖荒木俊馬博士が掲げた「建学の精神」のもと、わが国の将来を担い、

世界に雄飛する有為の人材を育成することをめざして、他に類を見ない新しい

大学、わが京都産業大学が創立された。

爾来40年の歳月が流れた。その間、教職員はもとより、在学生諸君、そして

卒業生各位のなみなみならぬ努力と支援によって、本学はめざましい発展を遂

げて今日にいたっている。

われわれはこのことを心から喜び、祝いたいと思う。

創立40周年を記念して刊行される『京都産業大学40年史』を繙いてみると、

そこに見出されるのは何よりもまず第一に清新で、若々しい創造の息吹と営み

の軌跡である。

われわれは本学の歴史のひと齣
こま

ひと齣のうちに、高邁な理想の呼び掛けに応

えて結集した若い力が、文字通り無から何を生み出し、何を創り上げることが

できたかを読み取ることができるであろう。

しかしながら、40年を閲
けみ

したとはいえ、本学が依然として発展途上にあるこ

とが忘れられてはならない。いま改めて肝に銘ずべきは、来るべき50周年に向

けて策定された「グランドデザイン」の実現をめざして果敢に挑戦していくこ

とである。

40年史を上梓するにあたって、われわれはまさにそのことを確認し、決意を

新たにするのである。

学校法人京都産業大学

理事長 廣岡正久
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サギタリウスは射手座。その意味は希望。

宏大無辺な大宇宙を駆けめぐるギリシャ神。

新しい時代の青年の将来と世界的雄飛を期待する本学の学章です。

京都産業大学　学旗


